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係
な
き
も
の
の
如
し
)

之
が
調
査
に
際
し
幾
多
の
利
便
及
案
内
の
努
を
採
ら
れ
し
中
津
町
助
役

辻
麗
尖
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
。

戸
津
は
昭
和
七
年
八
月
二
十
六
日
の
中
津
町
を
貫
流
せ
る
同
ツ
白
川
の

氾
濫
に
て
有
名
左
前
山
(
千
三
百
五
十
米
)
の
西
方
に
し
て
木
曾
山
脈
の

南
端
に
位
し
中
津
川
に
西
両
し
て
微
地
形
的
に
見
れ
ば
中
津
川
に
向
ふ
黙

は
沖
積
扇
械
地
帯
を
構
成
し
居
れ
り
。
而
し
て
辻
村
氏
著
日
本
場
形
誌
に

よ
れ
ば
釜
津
の
東
方
九

O
六
米
八
ー
と
同
南
西
八
四
二
米
の
ケ
ル
ン
コ
ル
を

結
ぶ
陥
波
断
屠
(
第
三
紀
麿
)
の
末
端
に
位
置
し
、
戸
津
の
南
東
二
粁
に

は
九
五
五
米
の
墓
地
を
背
に
し
て
直
ち
に
隆
起
断
居
に
向
へ
り
。

而
し
て
地
形
は
南
東
よ
り
南
方
に
か
け
て
は
、
急
峻
な
る
傾
斜
を
以
て
し
、

北
方
は
緩
傾
斜
の
蓋
地
を
経
て
四
つ
白
川
に
向
ひ
、
西
方
は
中
津
川
の
沖

積
扇
欣
地
帯
に
臨
め
り
ベ
附
国
一

l
l
問
参
照
〉

一
、
地
質
的
考
察
、
戸
津
の
南
東
方
面
か
ら
遠
く
東
方
に
か
け
て
は
木

曾
山
脈
に
連
な
る
深
成
花
山
岡
山
石
に
し
て
西
方
は
中
津
川
流
域
の
第
凶
紀
新

古
居
に
し
て
北
方
も
花
山
岡
岩
よ
り
成
り
戸
津
の
地
上
は
前
記
花
山
岡
岩
左
第

四
紀
居
L

と
の
界
部
に
営
れ
り
。

一
、
地
上
の
欺
況

戸
津
を
中
心
'
と
し
て
南
方
川
町
歩
、
北
方
二
町
歩

に
亙
り
第
一
周
に
於
て
線
を
以
っ
て
国
む
範
閣
は
現
在
地
、
立
を
起
し
て
居

れ
り
。

四
二
四

市
し
て
地
と
区
は
主
，
と
し
て
水
田
に
し
て
階
段
式
に
耕
作
さ
れ
水
平
た

る
べ
き
水
間
或
は
波
打
ち
、
或
は
亀
裂
を
生
じ
、
亦
は
傾
斜
を
・
な
し
て
崩

潰
し
居
れ
り
。
〈
後
と
の
水
田
は
檎
苗
園
と
な
れ
り

Y

其
の
一
一
刊
部
を
示
せ
ば
第
五
園
の
如

し
り
而
し
て
裂
線
は
戸
津
の
南
方
或

は
北
東
よ
り
南
西
に
雁
行
に
生
じ
、

地
と
の
方
向
は
北
西
に
向
ひ
、
大
燈

地と状況見取固(一部〉第五闇

一一ーラrI

地
形
の
傾
斜
ξ
同
向
丘
h
y
。

北
側
の
裂
線
は
東
西
に
向
ひ
、
地

、
こ
の
方
向
ほ
略
南
方
に
向
へ
り
。
陥

淡
せ
る
最
大
め
落
差
は
五
十
糎
位
、

長
さ
は
‘
十
米
近
き
も
の
あ
り
。
モ
ー

ル
ト
ラ
ッ
ク
欣
を
示
す
も
の
あ
り
。

向
亀
裂
の
最
も
著
し
く
現
る
L

は
戸

津
の
渓
谷
よ
り
五
十
米
位
の
所
に
し

て
そ
れ
よ
り
高
傾
斜
に
向
ふ
に
つ
れ
度
及
び
教
を
減
一
じ
居
れ
り
。

題
裂
開
口
の
幅
ー
の
最
大
た
る
も
の
は
二
十
糎
乃
至
三
十
粧
を
示
せ
り
。

倫
渓
谷
附
近
の
断
崖
附
近
は
反
っ
て
亀
裂
小
た
り
。



陥
波
等
は
孫
、
谷
'
Y

」
反
封
に
向
っ
て
生
じ
居
る
も
の
多
か
り
き
。
地
上
及

び
陥
淡
の
度
合
及
速
度
は
場
所
に
よ
り
多
少
の
差
遣
あ
る
も
、
と
の
地
、
に

直
中
比
較
的
高
所
に
在
る
人
家
に
つ
き
調
奈
す
る
に
一
週
間
に
六
寸
乃
至

七
寸
の
沈
下
、
を
生
や
る
由
な
り
。
(
申
津
町
助
役
辻
麗
弐
氏
談
、
氏
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
と
の
地
と
区
中
の
人
家
に
て
は
夕
方
戸
締
を
な
し
で
、
朝
は

戸
を
聞
け
る
事
も
不
可
能
と
な
る
。
故
に
試
み
に
浮
い
た
柱
の
下
に
六
寸

位
.
の
纏
足
を
・
な
し
て
後
一
週
間
後
に
行
く
主
亦
六
寸
位
継
足
を
行
ふ
必
要

を
生
十
。
共
の
後
は
一
時
落
着
い
て
今
後
は
別
の
柱
が
浮
立
ち
同
様
な
欣

態
を
た
す
。
故
に
と
の
人
家
へ
移
樽
を
命
じ
た
り
。
筆
者
の
調
査
の
時
は

馬
小
屋
の
み
残
り
居
れ
り
。
〉

と
の
陥
淡
が
六
寸
乃
至
七
す
と
云
ふ
程
度
は
、
あ
る
一
期
間
行
ひ
共
の

後
は
落
着
き
亦
他
の
部
が
行
ふ
主
云
ふ
具
合
・
な
れ
ば
恰
も
と
の
地
区
が
波

打
ち
つ
L

動
き
居
る
が
如
き
観
・
を
一
不
す
。

地
、
こ
を
起
せ
し
時
期
は
問
年
位
前
よ
り
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
前
記
四

つ
目
川
の
氾
故
後
は
著
し
く
活
動
性
を
帯
び
た
る
由
に
て
地
形
的
に
見
る

も
古
き
時
代
に
於
て
も
現
在
L
C

同
軌
に
し
て
且
つ
大
規
模
の
地
、
と
を
行
ひ

た
る
も
の
L
如
く
第
一
国
中
黙
線
に
て
示
せ
る
範
国
は
陥
淡
落
差
五
米
前

後
を
示
す
も
の
あ
り
。

一
、
地
、
に
の
原
因

之
が
原
因
は
皮
相
的
た
る
槻
察
を
以
て
速
断
を
許

し
得
ざ
れ
ど
も
尖
の
推
定
を
試
み
た
り
。

印
ち
戸
津
附
近
は
昔
日
断
居
或
は
共
他
の
何
等
か
の
作
用
に
上
り
戸
津

の
東
方
九
五
五
米
高
地
よ
り
の
崩
漬
物
等
に
よ
り
埋
積
さ
れ
た
る
に
非
ざ

る
哉
む第
一
国
の
地
形
聞
及
第
二
、
第
三
の
断
面
固
に
つ
き
て
見
る
に
戸
津
の

東
万
及
南
方
は
約
四
十
度
近
き
念
傾
斜
を
示
す
に
反
し
地
と
直
は
十
度
以

下
の
緩
斜
面
を
示
し
、
と
の
問
は
不
連
綾
的
結
党
化
を
な
せ
り
。
向
日
疋
等
念

斜
面
の
高
地
は
花
山
岡
山
石
の
露
出
等
多
く
)
堅
国
な
る
岩
盤
た
る
に
反
し
、

緩
斜
面
の
地
と
直
附
近
は
岩
盤
の
存
在
た
く
、
且
つ
賄
線
医
の
陥
波
面
に

つ
き
て
調
奈
す
る
に
陶
土
一
貨
の
土
砂
な
り
。

地
質
的
に
も
亦
不
連
績
的
結
合
を
な
せ
り
。
前
述
想
像
を
許
す
在
せ
ば
、

地
と
匿
の
深
下
部
(
約
三
百
米
〉
は
恵
那
山
棄
を
形
成
す
る
花
山
間
岩
上
9

た
り
、
そ
の
上
部
を
前
記
崩
漬
物
土
砂
質
に
て
掩
被
し
居
る
事
左
在
る
。

然
ら
ば
上
部
の
埋
掩
物
は
水
に
封
し
て
浸
透
性
た
れ
ど
も
下
部
の
花
山
岡
岩

は
不
浸
透
左
り
。

故
に
花
山
間
岩
の
部
は
地
下
水
の
下
底
'
と
も
考
へ
ら
れ
極
言
す
れ
ば
花
街

岩
盤
上
に
膨
潤
の
土
砂
を
載
せ
居
る
事
左
た
る
J

之
等
の
膨
潤
掩
被
物
は
長
年
月
に
つ
き
て
見
れ
ば
流
動
性
紅
り
。
故
に

之
等
流
動
性
の
物
質
は
地
下
水
止
共
に
中
津
川
方
面
陀
或
は
戸
津
凹
地
に

四
二
五



向
び
流
動
し
、
得
に
地
表
面
に
於
て
は
弐
第
に
沈
下
現
象
を
来
し
そ
れ
に

順
じ
で
鐙
裂
を
生
じ
或
は
陥
淡
し
亦
或
る
部
は
反
っ
て
隆
起
の
現
象
を
起

す
事
主
た
る
。

以
上
の
推
定
は
ポ
ー
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
一
唐
の
確
度
を
増
す
も
の
な
れ

ど
も
姑
く
記
し
て
諸
賢
の
御
叱
数
を
乞
ふ
弐
第
な
り
。

一
、
保
安
上
の
封
策
地
と
匿
の
下
流
に
は
尾
鳩
の
住
家
あ
り
。
一
朝

豪
雨
等
あ
り
て
、
戸
津
東
方
及
戸
津
の
渓
谷
上
流
に
が
、
て
問
ツ
目
川
上
流

に
於
け
る
ル
」
同
様
の
山
崩
等
を
生
や
る
場
合
は
平
時
に
於
て
さ
へ
流
動
性

を
帯
び
た
る
該
地
は
一
時
に
多
量
の
土
砂
を
流
出
し
被
害
著
し
く
或
は
中

津
川
を
堰
止
む
る
が
如
き
場
合
は
被
害
英
大
た
る
も
の
あ
り
。

向
と
り
地
、
一
」
匿
が
よ
り
庚
範
閣
に
鎖
大
す
る
静
否
や
は
将
来
注
目
す
べ

き
現
象
乍
ら
撹
犬
す
る
も
第
一
国
中
新
線
以
内
に
て
そ
れ
以
上
は
現
在
の

欣
態
に
て
鎖
大
す
る
虞
な
き
も
の
L
如
し
。
而
し
て
之
が
釘
策
と
し
て
砂

防
工
事
又
は
戸
津
渓
谷
の
補
強
工
事
等
も
一
策
な
ら
ん
も
六
町
歩
の
面
積

及
び
深
さ
三
百
米
の
大
た
る
鰻
積
の
康
一
力
に
釘
す
る
工
事
は
可
成
の
困
難

を
件
ふ
故
に
第
一
策
と
し
て
は
地
と
匿
に
現
存
す
る
聞
を
慶
し
植
林
等
の

手
段
を
考
究
す
れ
ば
如
何
か
主
忠
ふ
。

一
、
結
論
地
、
こ
直
は
基
那
山
棄
を
形
成
せ
る
品
化
尚
岩
盤
上
に
不
透
綾

的
に
推
戴
せ
る
砂
土
質
の
部
に
し
て
、
倫
乙
の
推
戴
物
の
下
底
は
地
下
水

.四一一六

に
て
膨
潤
朕
態
に
在
る
も
の
L

如
く
h

ハ
以
上
推
定
)
附
近
の
欣
態
も
地
形

的
に
見
れ
ば
昔
日
に
於
て
今
日
の
地
ど
左
略
同
軌
に
し
て
且
つ
犬
規
模
な

る
地
と
又
は
断
居
を
生
ぜ
し
事
あ
り
た
る
も
の
L
如
し
。

而
し
て
南
及
南
東
万
は
花
山
岡
岩
質
の
山
形
余
峻
に
し
て
西
方
及
び
北
西

方
は
第
川
紀
居
の
沖
積
扇
般
地
帯
主
た
り
、
之
等
の
愛
化
も
不
連
結
的
念

た
り
。唯

に
地
形
に
が
、
て
も
脳
演
を
起
し
易
き
朕
態
に
在
り
、
加
之
前
述
の
推

定
を
許
す
た
ら
ば
梢
危
険
た
る
区
域
に
し
て
現
在
に
於
て
は
人
家
稀
た
る

局
部
に
於
て
地
と
現
象
を
起
し
居
れ
ど
も
.
と
の
下
流
は
尾
鳩
の
住
宅
地

-
な
れ
ば
一
朝
異
愛
あ
る
時
は
相
営
の
被
告
討
を
件
ふ
べ
き
も
の
あ
れ
ば
速
に

之
が
針
策
を
議
十
ぺ
き
も
の
な
り
。

A

気
象
要
覧
第
三
九
六
銃
(
2

昭
和
七
年
八
月
)
一

O
五
九
頁
。


